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旧
消
防
署
大
曲
出
張
所
は
昭
和
55
年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
大
曲
・
西
部
地
区

の
人
口
は
、
約
１
９
０
０
世
帯
・
６
０
０
０

人
で
、現
在
で
は
人
口
が
約
８
８
０
０
世
帯
・

２
万
３
０
０
０
人
と
、
当
時
の
約
４
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
は
建
設
当
時
の
人
口
に
合
わ
せ
た
造

り
の
た
め
、
老
朽
化
や
敷
地
が
狭
い
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
人
口
増
加
や
大

型
商
業
施
設
の
進
出
で
交
通
量
が
増
え
、
出

動
の
妨
げ
に
な
り
交
通
渋
滞
の
解
消
が
急
務

で
し
た
。

　

今
回
の
移
転
で
出
動
の
際
リ
ス
ク
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
新
た
な
庁
舎
は

多
機
能
化
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全

な
生
活
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

自
家
発
電
設
備
を
備
え
る
事
に
よ
り
、
災

消
防
署
大
曲
出
張
所
移
転

地
域
を
守
る

消
防
署
大
曲
出
張
所
・
消
防
団
第
３
分
団
詰
所
が

移
転
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
運
用
開
始

害
時
な
ど
の
長
時
間
停
電
に
も
、
対
応
で
き

ま
す
。

　

ま
た
地
元
消
防
団
の
活
動
拠
点
と
し
て
の

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
、
訓
練
や
歳
末
警
戒

な
ど
、
日
頃
の
警
戒
活
動
に
適
し
た
施
設
と

し
ま
し
た
。　

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
、
敷
地
面

積
約
２
８
０
０
㎡
で
副
訓
練
棟
を
含
め
た
建

築
面
積
は
約
８
９
０
㎡
で
す
。

①
自
家
発
電
設
備
の
設
置　

　

停
電
時
に
お
い
て
、
通
信
機
器
な
ど
の
設

備
が
使
用
で
き
、
災
害
に
強
い
施
設
と
し
ま

し
た
。

②
救
助
訓
練
棟
の
設
置

　

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
の
指
針
に
基
づ

い
た
施
設
を
設
置
し
、
多
様
な
災
害
・
救
助

活
動
に
対
応
す
る
訓
練
が
、
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
高
さ
約
10
ｍ
か
ら
ロ
ー
プ
を
使
っ
て

降
り
る
実
践
的
な
訓
練
な
ど
も
、
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

移
転
の
経
緯

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

新
庁
舎
の
施
設
概
要
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③
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　

節
電
や
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
で
す
。

④
車
両
排
気
ガ
ス
強
制
排
出
装
置
の
設
置

　

車
庫
内
で
点
検
や
整
備
を
行
う
際
、
排
気

ガ
ス
を
強
制
的
に
屋
外
に
排
出
す
る
装
置
を

設
置
し
、
排
気
ガ
ス
吸
入
な
ど
の
事
故
を
防

止
す
る
設
備
と
し
ま
し
た
。

⑤
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置

　

非
常
時
に
は
住
民
対
応
可
能
の
施
設
と
し

ま
し
た
。　

⑥
仮
眠
室
個
室
化
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

　

24
時
間
勤
務
す
る
職
員
の
執
務
環
境
を
整

え
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
消
防

活
動
の
充
実
、
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

　私が住んでいる大曲も、旧消防署大曲出張所庁舎
ができた時代とは、人口もまちの規模も大きく変わ
りました。大型商業施設もできて、昔とは比べよう
のない多くの交通量となりました。火災や事故の際
に支障を来さなければ良いなと思っていました。今
回新庁舎ができたことにより、各地区にも行きやす
くなり、今まで以上に安心して市民が生活ができる
のは何よりですね。

施設名 消防署大曲出張所・消防団第３分団詰所
所在地 大曲2ｰ8
施設構造 鉄筋コンクリート造２階建
施設規模 敷地面積　2,775㎡

建築面積　　庁舎棟　445.10㎡ 副訓練棟  　41.84㎡
１階床面積　　　　　432.55㎡ 　　　　　  32.90㎡
２階床面積　　　　　397.02㎡          　　　 23.97㎡
床面積合計　　　　　829.57㎡ 　　　　　  56.87㎡
延床面積（庁舎棟＋副訓練棟）　886.44㎡

施設内容 ○庁舎棟：事務室、仮眠室、消防団事務室、防火衣庫、車庫、
　　　　　洗浄物品庫、電気室、ホース乾燥塔ほか
○訓練棟：ロープ登はん、はしご登はん
○副訓練棟：ロープ渡過訓練施設、訓練用連結送水管

大曲地区連合町内会会長
　　麻生昌裕さん
　　（大曲緑ヶ丘）　　　　　　　　

安心して暮らせますね！



　

記

念

す

べ

き

日

　

６
月
29
日
、
晴
天
の
下
、
手
稲

山
に
北
広
島
の
登
山
グ
ル
ー
プ
が

登
頂
し
た
。
メ
ン
バ
ー
内
最
年
長

で
85
歳
の
伊
野
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
の
日
は
特
別
だ
っ
た
。
34
年
前

か
ら
登
り
続
け
て
い
る
手
稲
山
に

記
念
す
べ
き
４
０
０
回
目
の
登
頂

を
成
し
遂
げ
た
。

　

「
お
め
で
と
う
」
。
仲
間
た
ち

か
ら
祝
福
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

山
に
魅
せ
ら
れ
て

　

伊
野
さ
ん
が
山
登
り
を
始
め
た

の
は
道
庁
職
員
だ
っ
た
50
歳
の
こ

ろ
。
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
日
高

山
系
の
ア
ポ
イ
岳
に
登
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
山
頂
か
ら

の
景
色
や
高
山
植
物
の
美
し
さ
に

感
動
し
、す
っ
か
り
山
の
と
り
こ
に
。

「
一
緒
に
登
山
を
し
て
、
普
段
あ

ま
り
会
話
が
な
か
っ
た
年
下
の
同

僚
と
も
打
ち
解
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と

懐
か
し
む
。
以
来
、
道
内
外
の
山

に
登
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

継
続
す
る
こ
と
が
大
事

　

ど
う
し
て
手
稲
山
に
登
り
続
け

た
の
か
。
そ
れ
は
小
学
生
の
こ
ろ

に
手
稲
山
口
で
暮
ら
し
、
近
く
に

い
つ
も
見
え
る
手
稲
山
が
自
分
に

と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
山
だ
っ
た
か

ら
。
登
山
を
始
め
て
10
年
ほ
ど
た

っ
た
時
に
知
り
合
っ
た
70
歳
く
ら

い
の
男
性
が
、
手
稲
山
の
１
０
０

回
登
頂
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
い

た
。
自
分
も
何
か
に
挑
戦
し
よ
う

と
思
い
、
手
稲
山
登
頂
の
記
録
を

１
０
０
回
、２
０
０
回
と
伸
ば
し
た
。

　

自
分
の
限
界
を
試
そ
う
と
海
外

の
山
に
も
登
り
始
め
た
。
67
歳
で

つ
い
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
高
峰
の

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
頂
に
成
功
し

た
。
「
急
い
で
登
る
と
苦
し
く
な

る
の
で
、
日
数
を
か
け
て
登
り
ま

し
た
。
現
地
の
ガ
イ
ド
に
付
い
て

も
ら
い
、
安
全
に
気
を
配
り
な
が

ら
無
事
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
。
無
理
を
し
な
い
こ
と
が

大
事
だ
と
語
る
。

　

北
広
山
の
登
山
道
整
備
に
も
携

わ
っ
た
。
大
雪
山
国
立
公
園
パ
ー

ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
自
然
の

紹
介
や
動
植
物
保
護
、
登
山
道
整

備
な
ど
の
活
動
を
し
た
時
期
も
あ

っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
体
験
や
、
山
の
風

景
を
俳
句
に
し
た
た
め
る
俳
人
の

一
面
も
持
つ
。
山
の
情
報
誌
に
作

品
が
掲
載
さ
れ
、賞
も
受
賞
し
た
。

作
品
の
中
の
一
つ
「
鳴
き
兎う

さ
ぎ　

岩

に
秋
め
く　

日
差
し
か
な
」
。
山

を
愛
す
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

仲
間
に
助
け
ら
れ

　

伊
野
さ
ん
に
試
練
が
訪
れ
た
の

は
16
年
前
。
妻
が
病
に
倒
れ
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
。
日
数
の
か
か

る
登
山
旅
行
は
や
め
て
看
病
に
努

め
た
。
家
族
み
ん
な
で
献
身
的
に

介
護
を
し
た
が
、
妻
は
４
年
前
に

亡
く
な
っ
た
。
半
年
ほ
ど
は
気
が

抜
け
て
し
ま
い
登
山
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
伊
野
さ
ん
を

励
ま
し
再
び
山
に
誘
っ
て
く
れ
た

の
は
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち
だ
っ

た
。
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し

た
が
、
２
年
前
に
今
度
は
自
身
が

脳
梗
塞
を
患
っ
た
。
し
か
し
病
を

乗
り
越
え
、
ま
た
山
に
登
る
よ
う

に
な
っ
た
。
後
遺
症
の
た
め
視
野

が
狭
く
な
っ
た
が
、
「
そ
こ
に
大

き
な
穴
が
あ
る
よ
」
「
岩
が
転
が

っ
て
い
る
か
ら
気
を
付
け
て
」
と

仲
間
た
ち
が
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。

　

「
お
か
げ
で
、
気
兼
ね
な
く
登

れ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

北
広
島
の
自
然
の
中
で

　

36
年
前
か
ら
北
広
島
に
住
ん
で

い
る
。
冬
季
は
庭
に
餌
場
を
作
る

と
、
ア
カ
ゲ
ラ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど

の
野
鳥
や
エ
ゾ
リ
ス
が
集
ま
っ
て

来
る
。
「
野
生
動
物
と
触
れ
合
え

る
の
も
、
北
広
島
に
自
然
が
多
い

か
ら
で
す
ね
」
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
米
寿
ま
で

山
に
登
る
こ
と
。
挑
戦
を
続
け
る

こ
と
が
元
気
の
源
だ
そ
う
。
次
は

ど
ん
な
快
挙
で
驚
か
せ
て
く
れ
る

の
か
楽
し
み
だ
。

いの・まさし
北進町在住。
50歳から登山を始める。道
内外の山に登り続け、67歳
でキリマンジャロ（標高58
95ｍ）の登頂に成功。市内
の登山グループ「北広島ナ
マステクラブ」の会員でも
ある。

手稲山に400回の登頂を
果たした

伊野　昌司さん

手稲山山頂で、仲間と400回登頂を祝った

④広報 北広島－2014.8.1



市
内
で
採
れ
る
の
は
ア
カ

シ
ア
や
ク
ロ
ー
バ
ー
、
百

花
（
ミ
ツ
バ
チ
が
多
種
類

の
花
か
ら
集
め
た
蜂
蜜
）

の
３
種
類
。
ア
カ
シ
ア
は

爽
や
か
、
ク
ロ
ー
バ
ー
は

濃
厚
と
、
花
に
よ
っ
て
味

が
異
な
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
飲
食
し
た
り
、
梅
漬
け

に
使
う
な
ど
、
用
途
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

８
月
３
日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
？　

　

答
え
は
、
八
と
三
つ
で
蜂
蜜
の
日
。
優
し

い
甘
さ
で
健
康
に
も
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
蜂
蜜
を
北
広
島
の
草
花
で
作
っ
て
い
る

養
蜂
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

大
曲
の
荒
井
養
蜂
場
は
今
年
で
創
業
75
年
。

士
幌
町
か
ら
北
広
島
に
移
っ
て
42
年
で
す
。

ミ
ツ
バ
チ
を
放
し
て
蜜
を
集
め
る
蜂ほ

う
じ
ょ
う場

が
市

内
外
に
８
カ
所
あ
り
ま
す
。
う
ち
４
カ
所
は

大
曲
な
ど
市
内
で
す
。

　

蜂
蜜
の
採
集
か
ら
、
製
品
化
と
販
売
ま
で

を
家
族
３
世
代
７
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ち

ょ
う
ど
６
月
〜
８
月
は
、
道
内
で
次
々
と
花

が
咲
き
、
１
年
の
う
ち
で
最
も
忙
し
い
時
期
。

　

定
山
渓
の
蜂
場
で
採
蜜
す
る
日
は
、
早
朝

に
出
発
し
ま
す
。
遠
心
分
離
機
で
蜂
蜜
を
取

り
出
し
、
余
分
な
ご
み
な
ど
を
取
り
除
き
一

斗
缶
に
入
れ
ま
す
。
野
外
で
防
護
服
を
着
て

の
作
業
な
の
で
、
暑
い
日
は
大
変
そ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
―
。

　

「
暑
く
て
も
晴
れ
て
く
れ
る
と
助
か
り
ま

す
。
寒
く
て
雨
が
続
く
と
、
花
が
落
ち
て
、

蜜
が
採
れ
な
く
な
り
ま
す
。
蜂
も
攻
撃
的
に

な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、

総
務
担
当
の
荒
井
賀
奈
子
さ
ん
。
ミ
ツ
バ
チ

は
花
の
季
節
が
終
わ
る
と
、
鹿
児
島
県
に
運

び
、
秋
か
ら
春
ま
で
繁
殖
さ
せ
ま
す
。

　

社
会
見
学
で
地
域
の
小
学
生
が
店
を
見
学

に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

種
類
の
花
か
ら
蜂
蜜
が
採
れ
る
と
知
っ
て
、

目
を
丸
く
す
る
そ
う
。

　

北
広
島
の
自
然
か
ら
作

ら
れ
た
蜂
蜜
。
一
度
味
わ

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、今
回
の「
北

広
ひ
と
つ
ま
み
」
は
ち
ょ

う
ど
88
回
。
偶
然
に
も
ハ

チ
づ
く
し
と
な
り
ま
し
た
。

北
広
島
の
草
花
で
蜂
蜜
を
作
る

大曲東小学校６年

室谷将太郎さん
（児童会長）

542人の仲間
と共に

採集した蜂蜜を運び込みます。
家族のチームワークは抜群

平和折鶴集会の様子

市内の蜂場で蜂蜜を採集
する様子

　

今
年
度
の
大
曲
東
小
学
校
児
童
会
は
、
「
笑
顔
で
元
気

よ
く
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
活
動
」
「
い
ろ
い
ろ
な
学
年
と

仲
良
く
な
る
活
動
」
「
き
れ
い
で
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ

く
生
活
で
き
る
活
動
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
重
点

と
し
て
い
ま
す
。

　

「
笑
顔
で
元
気
よ
く
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
活
動
」
は
生

活
委
員
会
が
「
挨
拶
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
行
い
、
「
き
れ
い

で
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
活
動
」
は
美
化

委
員
会
が
「
ゴ
ミ
拾
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
よ
う
に
、

各
委
員
会
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
学
年
と
仲
良
く
な
る
活
動
」
は
、
今
年
か

ら
縦
割
り
で
掃
除
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
ほ
か
の
学
年
と

の
交
流
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
平
和
折
鶴
集
会
」
で

は
、
高
学
年
が
低
学
年
に
折
り
鶴
の
折
り
方
を
教
え
る
場

面
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
仲
良
し

運
動
、
運
動
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
企
画

を
通
し
て
、
友
達
の
輪
が
広

が
っ
て
、
全
校
児
童
５
４
２

人
が
力
を
合
わ
せ
て
笑
顔
で

過
ご
せ
る
学
校
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●　　　　●
　●　●
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■問合せ　高齢者支援課（☎ 372-3311 内線 805）

広報 北広島－2014.8.1 ⑥

65歳以上の皆さん

日時 会場
８月26日㈫

午後
１時30分～
　３時30分

団地住民センター
    27日㈬ 中央会館（市役所隣）
９月２日㈫ 西の里会館
　　３日㈬ 大曲会館
　　５日㈮ 農民研修センター
    10日㈬ 中央会館（市役所隣）

　制度の紹介や、活動する際の注意点などを説明
します。研修終了後にボランティア登録をしてく
ださい。ボランティア手帳をお渡しします。

持ち物　介護保険被保険者証
申込み　電話か直接、高齢者支援課（内線805）

（いずれか１日）１

例えば…
●話し相手
●催しの手伝い
●食事の配膳
●散歩や外出の
　手伝い　など

２

　ボランティアをした施設で、手帳に押印しても
らいます。１日２ポイントが上限です。

３

４

　地場産品やクオカード、現金に交換することが
できます。

１ポイントは10 0円
年に１回、10～50ポイントが交換可能

あ
な
た
の

　

を
生
か
し
ま
せ
ん
か

山田徹さん
（輝美町）

　ボランティアを始めたのは10年前。特
別支援学校の警備員をしていたとき、先
生たちの熱心な様子を見て感動したこと
がきっかけです。もともと世話好きとい

うのもありました。
　あまり積極的に人と話
すタイプではなかったの
ですが、活動を通して変
わりました。今では、ボ
ランティアが生きがいで
す。78歳ですが、おかげ
で体も健康ですよ。



◆問合せ◆
●国保30歳代健診・国保の特定健診
　　　　　　　　……国保医療課（内線693）
●後期高齢者健診……国保医療課（内線730）
●その他の検（健）診…健康推進課（内線807）

■日程・会場など
日程 受付時間 会場 定員 検（健）診の種類

９月６日㈯ 午前７時～７時45分 夢プラザ 105人

胃がん、大腸がん、肺がん

午前８時～８時45分
午前９時～９時45分

　　７日㈰ 午前７時～７時45分 団地住民センター 140人
午前８時～８時45分
午前９時～９時45分
午前10時～10時45分

　　８日㈪ 午前７時～７時45分 中央会館
（市役所隣）

140人
午前８時～８時45分
午前９時～９時45分
午前10時～10時45分

　　９日㈫ 午前７時～７時45分 西の里会館 70人
午前８時～８時45分
午前10時～10時45分 農民研修センター 35人

    21日㈰ 午前７時～７時45分 東記念館 105人
（75人）＊

胃がん、大腸がん、肺がん、
前立腺がん、エキノコック
ス症、肝炎ウイルス、30歳
代健診、国保30歳代健診、
国保の特定健診、後期高齢
者健診、循環器健診

午前８時～８時45分
午前９時～９時45分

    22日㈪ 午前７時～７時45分 団地住民センター 105人
（75人）＊午前８時～８時45分

午前９時～９時45分

北海道対がん協会が
市内集団検診を実施します

■送迎バスの日程・発車時間・乗車場所

日程・検（健）診会場 乗車場所 検（健）診受付時間農民研修センター 夢プラザ 西の里会館

９月21日㈰＝東記念館
９月22日㈪＝団地住民センター

午前６時30分 午前６時45分 午前７時～７時45分
午前７時30分 午前８時～８時45分

午前８時30分 午前８時45分 午前９時30分 午前９時～９時45分

申込期限は、

８月15日

送迎バスを運行します。
詳しくは、下表をご覧
ください。

■対象・受診料

検（健）診の種類 対象
（年齢は受診日現在）

受診料（自己負担額）
住民税
課税世帯

非課税世帯
か70歳以上

胃がん
（胃バリウム）

35歳以上 1,500円 500円

大腸がん
（便の検査）

40歳以上 700円 200円

肺がん
（胸部レントゲン）

40～64歳 400円 100円
65歳以上 無料

喀
か く た ん

痰検査 ＊喫煙年数や年齢など
の条件があります。

800円 200円

前立腺がん
（PSA（血液）
検査）

40歳以上で昨年度未受
診の男性（２年に１回）

600円 200円

エキノコック
ス症 小学３年以上 無料

肝炎ウイルス 40歳以上で過去に受診
したことがない方

1,000円 300円

30歳代健診 30～39歳で健診を受診
する機会がない方

3,000円 1,000円

循環器健診 40歳以上で生活保護世
帯の方 無料

受
診
は
９
月
21
日
㈰
・
22
日
㈪
だ
け

●直接　市役所健康推進課と各出張所、団地住
民センター、エルフィンパークで受け付け
●郵送　住所・氏名・生年月日・年齢・電話番
号、希望する日時・会場・検（健）診、送迎バ
スを利用する方は乗車する日時・場所、生活保
護世帯の方は「無料」、住民税非課税世帯の方
は「非課税」と記入し、市役所健康推進課（〒
061-1192住所不要）
＊電話での申し込みは受け付け
ません。
＊国保30歳代健診と国保の特定
健診、後期高齢者健診の申し込みについては、
本紙５月１日号をご覧になるか、お問い合わせ
ください。

■申込方法

＊（　）は、30歳代健診
と国保30歳代健診、国保
の特定健診、後期高齢者
健診、循環器健診の定員
です。

がん検診（胃・大腸・
肺）だけを受診する方
は、できるだけ、こち
らの日程で受診してく
ださい。
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